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   第 ５ 回  熊本県議会  農林水産常任委員会会議記録 

 

令和３年９月30日(木曜日) 

            午前９時57分開議 

            午前11時３分休憩 

            午前11時９分開議 

            午後０時６分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

議案第１号 令和３年度熊本県一般会計補

正予算(第11号) 

議案第17号 令和３年度農林水産関係の

建設事業の経費に対する市町村負担金

(地方財政法関係)について 

議案第18号 令和３年度農地海岸保全事業

の経費に対する市町負担金について 

議案第19号 令和３年度県営土地改良事業

の経費に対する市町村負担金について 

議案第25号 工事請負契約の変更について

議案第26号 工事請負契約の変更について 

議案第29号 専決処分の報告及び承認につ   

いて 

報告第１号 専決処分の報告について 

報告第22号 一般社団法人熊本県野菜価格

安定資金協会の経営状況を説明する書類

の提出について 

報告第23号 公益社団法人熊本県畜産協会

の経営状況を説明する書類の提出につい

て 

報告第24号 公益財団法人熊本県農業公社

の経営状況を説明する書類の提出につい

て 

報告第25号 公益社団法人熊本県林業公社

の経営状況を説明する書類の提出につい

て 

報告第26号 公益財団法人熊本県林業従事

者育成基金の経営状況を説明する書類の

提出について 

報告第27号 公益財団法人くまもと里海づ

くり協会の経営状況を説明する書類の提

出について  

閉会中の継続審査事件(所管事務調査)につ

いて 

報告事項 

①熊本県国土強靱化地域計画の改定(素

案)について 

②災害復旧事業及び国土強靱化事業の

進捗状況等について  

③令和２年災害関連等工事に係る入札

契約制度の見直し(第３弾)について 

④令和３年８月 11日からの大雨による

農林水産関係被害について 

⑤公共建築物等における木材の利用の

促進に関する法律の改正について 

――――――――――――――― 

出 席 委 員(８人) 

        委 員 長 末 松 直 洋 

        副委員長 楠 本 千 秋 

        委  員 前 川   收 

        委  員 吉 永 和 世 

        委  員 渕 上 陽 一 

        委  員 磯 田   毅 

委  員 山 本 伸 裕 

委  員 荒 川 知 章 

欠 席 委 員(なし) 

議   長        小早川 宗 弘 

委員外議員(なし) 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

 農林水産部 

         部 長 竹 内 信 義 

       政策審議監 阪 本 清 貴 

      生産経営局長 下 田 安 幸 

      農村振興局長 渡 邉 昌 明 

        森林局長 大 岩 禎 一 

        水産局長 山 田 雅 章 

       首席審議員 

兼農林水産政策課長 深 川 元 樹 
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団体支援課長 加 藤 栄 一 

 流通アグリビジネス課長 中 島   豪 

首席審議員 

     兼農業技術課長 酒瀬川 美 鈴 

      農産園芸課長 楮 本 亮 治

         政策監 武 田 好 文 

        畜産課長 上 村 佳 朗 

  農地・担い手支援課長 髙 野   真 

      農村計画課長 清 藤 浩 文 

      農地整備課長 青 木 公 平 

     むらづくり課長 𠮷 住 俊 郎 

      技術管理課長 德 永 昭 彦 

      森林整備課長 笹 木 征 道 

      林業振興課長 山 下 裕 史 

森林保全課長 中 尾 倫 仁 

      水産振興課長 堀 田 英 一 

    漁港漁場整備課長 植 野 幹 博 

農業研究センター所長 山 下 浩 次 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

       議事課主幹 平 江 正 博 

     政務調査課主幹 小 田 裕 一 

――――――――――――――― 

  午前９時57分開議 

○末松直洋委員長 おはようございます。 

 ただいまから、第５回農林水産常任委員会

を開会いたします。 

 本委員会に付託された議案を議題とし、こ

れについて審査を行います。 

 なお、前回の委員会と同様に、新型コロナ

ウイルス感染症対策として、３密を防ぐた

め、次第に記載のとおり、執行部を前半と後

半の２つのグループに分けて、それぞれのグ

ループごとに執行部の説明及び質疑を行い、

全ての質疑が終了した後に採決を行いますの

で、よろしくお願いいたします。 

 また、本日の委員会は、前回と同様に、マ

スコミ等の入室を一部制限しており、これに

対処するため、本日の委員会の様子をパソコ

ン等で視聴できるように庁内に配信しており

ますので、発言内容が聞き取りやすいよう

に、マイクに少し近づいて、明瞭に発言して

いただきますようお願いいたします。 

 なお、執行部からの説明及び質疑応答は、

効率よく進めるため、着座のまま簡潔にお願

いいたします。 

 それでは、竹内農林水産部長から総括説明

を行い、続いて、担当課長から順次説明をお

願いいたします。 

 

○竹内農林水産部長 おはようございます。

本日はよろしくお願い申し上げます。 

 それでは、今定例会に提案しております議

案の説明に先立ちまして、２点御報告させて

いただきます。 

 まず、８月11日から全国的に続いた大雨に

よる被害についてですが、本県の農林水産業

分野におきましても、52億円を超える被害が

生じております。 

 農業関係では、水田や圃場への土砂流入や

冠水による農作物被害のほか、農地、農業用

施設損壊も発生しております。 

 林業関係では、山腹崩壊や林道ののり面崩

壊を、水産業関係では、ハマグリのへい死や

浮き桟橋の一部損壊などを確認しておりま

す。 

 県では、被災された生産者の経営意欲を維

持し、速やかに経営再開していただけるよ

う、農地、農業施設や山地、林道等の災害復

旧事業に迅速に取り組んでいるところでござ

います。 

 次に、新型コロナウイルス感染症に対する

取組についてです。 

 令和２年１月から今年８月までの20か月間

の県産農林水産物への影響額は、累計で135

億円余となりました。前回６月委員会御報告

後の増加額は３か月で3.2億円と、前年同期

の約１割にとどまっているものの、外食産業

の営業自粛の長期化などによる影響も一部に

見られております。 
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 これまでも、関係団体等と連携し、金融支

援制度の創設や県産農林水産物の消費喚起、

販路拡大等、切れ目ない支援に取り組んでま

いりました。 

 今後も引き続き、農林漁業者の方々が安心

して経営を継続できるよう、これから旬を迎

え出荷量も増える農林水産物の価格動向など

も把握しながら、きめ細かに対策を講じてま

いります。 

 それでは、今回提案しております議案等の

概要を御説明させていただきます。 

 予算関係が１件、条例等関係が６件、報告

関係が７件となっております。 

 まず、予算関係では、先ほど申し上げまし

た新型コロナウイルス感染症へのさらなる対

応のほか、令和２年７月豪雨からの復旧、復

興、今年８月の大雨を含む梅雨前線豪雨等か

らの復旧など、総額38億円余の増額補正とな

ります。これにより補正後の現計予算は、一

般会計、特別会計を合わせて810億円余とな

ります。 

 次に、条例等関係では、農林水産関係の建

設事業の経費に対する市町村負担金３件、工

事請負契約の変更２件、補助金の返還請求に

係る訴えの提起１件を提案しております。 

 また、報告事項は、職員による交通事故に

係る専決処分の報告１件、県が出資する公益

法人等の経営状況報告が６件ございます。 

 以上が今回提案しております議案の概要で

ございます。 

 その他報告事項といたしましては、全ての

常任委員会における共通の報告事項である熊

本県国土強靱化地域計画の改定(素案)、建設

常任委員会との共通の報告事項である災害復

旧事業及び国土強靱化事業の進捗状況等、及

び令和２年災害関連等工事に係る入札契約制

度の見直しがございます。 

 このほか、令和３年８月11日からの大雨に

よる農林水産関係被害、公共建築物等におけ

る木材の利用の促進に関する法律の改正につ

きましても御報告させていただきます。 

 詳細につきましては、この後、それぞれ担

当課長から説明させますので、御審議のほど

どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

○深川農林水産政策課長 農林水産政策課で

ございます。 

 農林水産常任委員会説明資料(予算関係及

び条例等関係)について説明させていただき

ます。 

 ４ページをお願いいたします。 

 令和３年度９月補正予算総括表でございま

す。 

 表の左から３番目の欄、９月補正額(B)の

欄の一番下、合計欄を御覧ください。 

 農林水産部の９月補正の合計額は、38億 

600万円余の増額補正で、９月補正後の総額

は、同じく合計欄の一番右のとおり810億 

5,800万円余となっております。 

 内容としましては、冒頭の部長の総括説明

にもございましたとおり、新型コロナウイル

ス感染症へのさらなる対応のほか、国の防

災・減災、国土強靱化のための対策、令和３

年８月の大雨による災害復旧等に必要な予算

を提案しております。 

 なお、８月の大雨による被害は、その他報

告事項で改めて説明させていただきます。 

 また、各予算の詳細につきましては、後ほ

ど各課から説明いたします。 

 今回の９月補正予算では、新型コロナ感染

症への対応に関するものも含まれております

ので、ここで、農林水産常任委員会説明資料

の別添資料、新型コロナウイルス感染症拡大

による農林水産物への影響についてを御覧く

ださい。 

 別添資料１ページをお願いいたします。 

 表の左から２番目、影響額の欄の一番下の

(計)の欄を御覧ください。 

 部長の説明にもありましたとおり、令和３

年６月から８月までの３か月間の影響額は 
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3.2億円となっており、昨年度の同時期の影

響額29.1億円と比較すると、影響額そのもの

は縮小しております。 

 品目別に影響が大きかったものは順に、養

殖魚、牛肉、天然魚の順となっております。 

 なお、一番下に米の状況を記載しておりま

すが、外食産業の営業自粛の影響で、業務用

米への影響も出始めております。 

 一番上の四角囲みの説明欄を御覧くださ

い。 

 ４つめの丸、令和２年１月から今年８月ま

での影響額合計は135.5億円となっておりま

す。依然、継続的な影響が見られる品目もあ

り、引き続き支援策を講じていくことが必要

となっております。 

 ２ページをお願いします。 

 これは、農林漁業者に対する支援策につい

て、県だけでなく、国等の支援策を含め、総

合的に取りまとめたものです。 

 今回御説明したような影響に対しまして

は、これまで、品目ごとに、きめ細やかに、

かつ切れ目なく、生産流通対策や消費喚起

策、金融支援等を講じてきたところです。こ

の支援策一覧につきましても、関係団体を通

じて、周知、活用促進を図るとともに、県庁

ホームページに掲載し、随時更新しておりま

す。 

 今後も、生産者や団体等との意見交換、連

携強化を通じまして、適時適切な支援を講じ

てまいります。 

 それでは、元の農林水産常任委員会説明資

料(予算関係及び条例等関係)にお戻りくださ

い。 

 ３ページをお願いします。 

 資料に用いている凡例について御説明を行

います。 

 これから、９月補正予算の内容につきまし

て、各課から御説明申し上げますが、まず、

事業自体が新設の場合は、事業名の前にマル

新、事業の一部が新規の場合は、新たに実施

する事業内容の前にマル新と表記しておりま

す。また、四角囲みでコロナ対策とあります

のは、新型コロナウイルス感染症に対応する

施策となります。７月豪雨及び熊本地震とあ

りますのは、令和２年７月豪雨及び熊本地震

からの復旧、復興のための施策、強靱化とあ

りますのは、防災・減災、国土強靱化のため

の５か年加速化対策に基づいた施策、ＴＰＰ

等とありますのは、総合的なＴＰＰ等関連政

策大綱に基づいた施策となっております。 

 それでは、９月補正の内容につきまして、

各課から主なものについて御説明申し上げま

す。 

 ５ページをお願いします。 

 上から３段目、農政諸費の段、一番右の説

明欄、新規事業、農業公園における新型コロ

ナウイルス感染症対策事業につきましては、

農業公園内のトイレの非接触型の自動水洗化

工事や建物内への空気清浄機の設置等の新型

コロナウイルス感染防止対策に要する経費と

なります。 

 農林水産政策課は以上です。 

 

○中島流通アグリビジネス課長 流通アグリ

ビジネス課でございます。 

 ６ページをお願いいたします。 

 説明欄、６次産業化総合支援強化事業は、

生産者の６次産業化への取組を推進するた

め、輸出先国のニーズに対応した施設整備な

どに要する経費を補助するものです。 

 今回、国の令和２年度補正予算に追加要望

されました事業主体が、食品衛生管理の国際

的な指標でありますＨＡＣＣＰに対応した施

設整備に取り組むこととなり、そのため、不

足する財源を予算化するものです。 

 流通アグリビジネス課は以上です。 

 

○酒瀬川農業技術課長 農業技術課でござい

ます。 

 ７ページをお願いします。 
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 上段の病害虫発生予察事業費は、国内の植

物検疫における重要害虫であるミカンコミバ

エの防除を当初予算により実施してきたとこ

ろですが、防除に必要な予算が不足してくる

ため、蔓延防止のための地上防除や航空防除

に要する経費の増額をお願いするものでござ

います。 

 下段の農業研究センター費管理運営費は、

コロナ対策として、研究施設内における手洗

い場の自動水洗化等、感染防止等対策に要す

る経費でございます。 

 農業技術課は以上です。 

 

○楮本農産園芸課長 農産園芸課でございま

す。 

 ８ページをお願いいたします。 

 農業改良普及費、説明欄のくまもと農業人

財総結集支援事業は、外国人材の入国制限に

よりまして臨時的に人材を確保します出荷団

体に対する助成でございます。新型コロナ臨

時交付金を充当いたします。なお、生産者に

対する支援につきましては、国の事業で対応

してございます。 

 中段の農作物対策費、説明欄の野菜価格安

定対策事業は、新型コロナによりまして低下

しました野菜価格の安定対策のための資金造

成でございます。本事業も新型コロナ臨時交

付金を充当いたします。 

 最下段の強い農業づくり支援事業国庫返納

金は、事業で整備しました施設の財産処分に

伴います国庫支出金返納金でございます。 

 ９ページをお願いいたします。 

 生産総合事業費の産地パワーアップ事業

は、国の事業でございますが、収益力向上に

一体的、計画的に取り組みます産地の生産体

制強化に向け施設等を整備します農業団体等

に対する助成でございます。低コスト耐候性

ハウス等事業の追加要望に伴う増額でござい

ます。 

 農産園芸課は以上でございます。 

 

○上村畜産課長 畜産課でございます。 

 10ページをお願いします。 

 ２段目の国庫支出金返納金ですが、これ

は、畜産クラスター事業で整備した搾乳ロボ

ット室の壁と柱の一部撤去に伴う国庫支出金

の返納をお願いするものでございます。 

 下段の家畜衛生・防疫対策事業費でござい

ます。 

 説明欄の家畜防疫対策における新型コロナ

対応機器整備事業は、家畜保健衛生所が行う

防疫会議及び鳥インフルエンザ発生時等の防

疫対応における新型コロナウイルス感染防止

対策に要する経費でございます。各家畜保健

衛生所に非接触式自動体温計及び空気清浄機

を整備し、感染防止対策をさらに徹底してま

いります。 

 畜産課は以上でございます。 

 

○髙野農地・担い手支援課長 農地・担い手

支援課でございます。 

 11ページをお願いします。 

 農業総務費のうち、国庫支出金返納金です

が、説明欄の１につきましては、農業委員会

等振興助成費の前年度の事業費確定に伴い、

不用となった国庫支出金を返納するものでご

ざいます。 

 説明欄の２については、過年度に農地中間

管理機構の利用があったことに対して協力金

を交付したものの、当該農地の貸借契約が中

途解約されたため、協力金を国庫へ返納する

ものです。 

 次段の農用地利用集積等推進基金積立金に

ついては、説明欄同様に、過年度に農地中間

管理機構の利用に対して交付された協力金

が、農地貸借の中途解約に伴って県へ返納さ

れるものですが、平成30年度以前において

は、県基金からの交付であったため、基金へ

戻して積み立てることとなります。 

 最下段の農業構造改善事業費でございます
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が、説明欄の強い農業・担い手づくり総合支

援交付金は、昨年７月の豪雨により被災した

農業施設、機械等の復旧等を実施する市町村

へ助成を行うものです。 

 これについては、昨年度に20億円の予算を

措置し、24市町村において約17億5,000万円

の事業を実施したところですが、何らかの理

由で昨年度中に申請できなかった方がいるの

ではないかと考え、約２億4,000万円を今年

度に繰り越して、６月までに追加の要望調査

を実施しました。その結果、繰り越した予算

を上回る要望が市町村から寄せられたため、

今回追加の予算を計上し、繰越予算と合わせ

て施行するものです。 

 下の12ページを御覧ください。 

 国庫支出金返納金ですが、説明欄の１、経

営体育成支援事業国庫返納金は、台風被害を

受けたハウスの復旧事業について、事業費確

定に伴い、事業費の減額が生じたため、国庫

へ返納するものです。 

 説明欄の２は、熊本地震の復旧対策で取得

した農業施設等について、助成対象者の死去

により、処分制限期間内に事業を中止するこ

ととなったため、残存簿価の国庫支出金相当

額を返納するものです。 

 次の農業大学校費については、県立農大に

おける新型コロナウイルス感染防止対策に要

する経費で、授業における密集の回避やトイ

レ、手洗いの感染対策を行うため、設備の改

修等を行う事業です。全額新型コロナ交付金

により実施いたします。 

 農地・担い手支援課は以上でございます。 

 

○末松直洋委員長 次に、条例等関係であり

ます。 

 

○中島流通アグリビジネス課長 流通アグリ

ビジネス課でございます。 

 資料35ページをお願いいたします。 

 議案第29号、専決処分の報告及び承認につ

いて御説明いたします。 

 説明は、右の36ページを使用させていただ

きます。 

 まず、事業の概要と補助金返還の経緯につ

いて御説明します。 

 ３、事業の概要を御覧ください。 

 本事業は、地域未来投資促進法に基づき、

県内の特産物を活用した高い先駆性や経済効

果が見込まれる加工品製造などの取組を行う

事業者に対して、必要となる設備投資の補助

を地方創生交付金により行うものです。 

 今回、水産加工施設の整備を行うために、

当該事業者から申請のあった補助金7,835万

5,000円を交付決定し、概算払いで全額交付

しました。着工後は、事業者からの進捗状況

報告のほか、概算払い申請時には、計画どお

りに完了しているとの報告を受けておりまし

たが、３月末の竣工検査前の現地確認におき

まして、事業が完了しておらず、補助条件に

反しまして、補助金を目的外使用していたこ

となどが判明いたしました。 

 このため、熊本県補助金等交付規則に基づ

き、直ちに３月26日、補助金交付決定を取り

消し、全額返還を命じたものです。 

 これまで、事業者から返還金の一部2,500

万円は回収しましたが、未納額5,335万5,000

円については、再三にわたる面談や電話、文

書等での返還請求に応じず、納付されていな

い状況です。 

 そこで、未収金を速やかに回収するため、

民事訴訟法に基づく支払い督促の申立てを行

いましたが、１の専決処分の理由のとおり、

当該事業者から異議の申立てがなされたこと

から、訴訟に移行したため、専決処分を行う

こととなりました。 

 今後、訴訟におきましては、熊本県補助金

等交付規則に基づき、返還金、加算金及び延

滞金の金員を一括して支払うよう、強制執行

が可能となる仮執行宣言つきの判決を求めて

いくこととしています。 
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 流通アグリビジネス課からの報告は以上で

す。 

 

○末松直洋委員長 次に、報告関係でありま

す。 

 

○深川農林水産政策課長 農林水産政策課で

ございます。 

 37ページをお願いします。 

 報告関係でございます。 

 報告第１号、専決処分の報告です。 

 38ページにより説明させていただきます。 

 職員による交通事故の和解及び賠償額の決

定でございます。 

 事故の概要ですが、令和３年２月１日に山

鹿市で発生した交通事故に伴うものになりま

す。 

 事故の当事者は、鹿本地域振興局農地整備

課の技師ですが、一番下、６、事故の状況を

御覧ください。 

 公用車で出張中、狭い道路で対向車両と擦

れ違うため、車両を民地内の車庫へ後退させ

たところ、後方不注視により、民家の車庫に

後ろバンパーが接触し、車庫を損壊したもの

です。 

 ４、過失割合のとおり、県の賠償責任が 

100％となっており、５、損害額及び損害賠

償額のとおり88万1,302円を賠償するもの

で、８月30日に和解が成立しております。 

 交通事故防止につきましては、職場での研

修の実施や各種会議での注意喚起等、これま

でも力を入れておりますが、今後は、これま

で以上に交通事故の防止に向けた取組を講じ

てまいります。 

 農林水産政策課は以上です。 

 

○楮本農産園芸課長 農産園芸課でございま

す。 

 40ページをお願いいたします。 

 報告第22号、一般社団法人熊本県野菜価格

安定資金協会の経営状況を説明する書類の提

出についてでございます。 

 概要につきましては、次の41ページを御覧

いただきたいと思います。 

 法人の設立目的は、基本情報(1)のとお

り、野菜生産出荷安定法に基づきます価格安

定事業を実施することによりまして、野菜生

産農家の経営安定と消費地への野菜の安定供

給を図ることでございます。 

 次に、２の令和２年度決算の概要について

でございます。 

 (1)に今決算期の正味財産増減計算書を掲

載しておりますが、決算のポイントとなりま

す当期の正味財産の増減につきましては、次

のページの(2)で説明いたします。 

 法人全体の今期の正味財産増減額は、 

4,200万円余の減額となっておりまして、主

に公益目的事業会計の減少によるものでござ

います。 

 主たる要因は、指定正味財産において、補

給金の交付事業となります特定野菜等供給産

地育成事業の交付予約数量の減少によりまし

て、県の資金造成額が減少したためでござい

ます。しかしながら、造成額は交付予約数量

によって毎年増減することから、公益目的事

業を実施する上で問題はございません。 

 なお、公益目的事業の実施にかかる費用が

収入を超過しておりまして、一般正味財産の

残額が減少しているため、同協会におきまし

ては、構成団体、ＪＡでございますけれど

も、負担金増額等の対策を検討しているとこ

ろでございます。 

 次に、３の事業実績等でございます。 

 まず、資金の造成につきましては、交付予

約数量計画２万5,000トン余に基づきまし

て、造成額は15億円となります。そのうち、

６億3,000万円余は、国の造成分といたしま

して農畜産業振興機構が積立て、残りの８億

8,000万円余が本協会の必要造成額となりま

した。 
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 本協会の造成額は、前年度からの繰越額を

充当いたしまして、差額の9,000万円余を、

県、経済連、生産者の３者で造成してござい

ます。 

 次に、(3)の補給交付金の交付実績でござ

いますが、昨年度は、ブロッコリーや冬春ト

マトなど９品目につきまして、合計5,400万

円余を交付してございます。 

 農産園芸課は以上でございます。 

 

○上村畜産課長 畜産課でございます。 

 44ページをお願いします。 

 報告第23号、公益社団法人熊本県畜産協会

の経営状況を説明する書類の提出についてで

ございます。 

 45ページをお願いします。 

 この法人の設立目的は、１、基本情報(1)

のとおり、畜産農家や団体への経営指導、技

術指導及び畜産物価格安定対策等を通じた畜

産振興と畜産物の安定供給を目的としており

ます。 

 ２、令和２年度の決算の概要についてでご

ざいます。 

 (1)に今決算期の正味財産増減計算書を掲

載しておりますが、決算のポイントとなる当

期の正味財産の増減について御説明いたしま

す。 

 46ページ、(2)を御覧ください。 

 法人全体の今期の正味財産増減額は９億 

200万円余の減で、主に公益目的事業会計の

減少によるものです。 

 その主たる要因は、肉用子牛生産者補給金

制度の業務実施期間満了に伴う生産者積立金

の返還及びコロナ禍で経営が悪化した肥育農

家への牛マルキン交付額の増加と生産者負担

金の納付猶予ですが、いずれも令和２年度特

有の要因であるため、公益目的事業を実施す

る上で支障のない範囲の減少と考えておりま

す。 

 ３の事業実績等についてでございます。 

 (1)、(2)、(3)が公益目的事業会計で、(4)

が収益事業会計になっております。 

 まず、(1)は、畜産経営体の育成、経営支

援を行うもので、県や独立行政法人農畜産業

振興機構の事業等を活用しまして、畜産農家

に対し情報提供や経営改善指導などを行って

おります。 

 (2)は、家畜衛生対策の推進でございま

す。 

 家畜の疾病予防や家畜伝染病発生時の対策

などのため、ワクチン接種や家畜防疫互助基

金制度など、衛生対策を推進しております。 

 (3)は、畜産物の価格安定対策の推進でご

ざいます。 

 肉用子牛生産者補給金及び牛マルキンにお

いて、生産者積立金の管理及び補塡金の交付

業務等を実施しております。 

 (4)は、家畜の改良、登録の推進というこ

とで、肉用牛の登記、登録や産肉能力の統計

分析等を実施しております。 

 以上が公益社団法人熊本県畜産協会の経営

状況についての概要でございます。 

 畜産課は以上でございます。 

 

○髙野農地・担い手支援課長 農地・担い手

支援課でございます。 

 48ページをお願いします。 

 報告第24号、公益財団法人熊本県農業公社

の経営状況を説明する書類の提出についてで

ございます。 

 概要については、次の49ページをお願いし

ます。 

 １の基本情報のとおり、この法人の設立目

的は、農業の発展と農家経営の安定向上に寄

与することであり、農業公社では、農地保有

の合理化、畜産基盤の整備による農業経営基

盤の強化や農業後継者の育成確保、農業公園

の管理運営を実施しております。 

 次に、２の令和２年度の決算の概要につい

てです。 
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 (1)に当期の正味財産増減計算書を掲載し

ておりますが、決算のポイントとなる当期の

正味財産の増減について、次のページの(2)

の当期正味財産増減の主な理由を御覧くださ

い。 

 法人全体の今期の正味財産増減額は414万

円の減となりましたが、主に公益目的事業会

計における減少によるものです。その主な要

因は、農地中間管理事業の管理費が収入を上

回ったためですが、公益目的事業を実施する

上で支障のない範囲の減少でございます。 

 次に、３の事業実績等について御説明しま

す。 

 まず、事業の中心となります(1)農地中間

管理事業による農地の貸借については、貸付

実績で1,563ヘクタールとなり、前年度を約 

500ヘクタール上回りました。 

 (2)は、農地の売買事業ですが、前年度と

同程度の実績となりました。 

 (3)の新規就農支援事業については、新規

就農支援センターの活動を通じて、887件の

相談に対応しました。 

 最後に、(4)の農業公園管理運営等事業に

ついてですが、新型コロナウイルス感染症の

影響により、入園者数は、前年度比35％の15

万人となりました。 

 以上が公益財団法人熊本県農業公社の経営

状況についての概要でございます。 

 農地・担い手支援課は以上でございます。 

 

○末松直洋委員長 以上で前半グループの説

明が終わりましたので、質疑を受けたいと思

います。 

 質疑は、該当する資料のページ番号、担当

課と事業名を述べてからお願いします。 

 また、質疑を受けた課は、課名を言って、

着座のまま説明をしてください。 

 それでは、質疑はございませんか。 

 

○前川收委員 ちょっと各課にわたってます

けれども、部長説明要旨の中で、新型コロナ

ウイルス感染症に対する取組ということで、

この喫緊３か月間で3.2億円の被害額の影響

というのが出ているというお話をいただきま

した。その説明は、当然これいただいたわけ

でありますが、これに対する手当てとして

は、既存の制度、これまでやってきたことを

しっかりやっていくというようなお話だった

というふうに思っています。 

 一方で、別添の資料の新型コロナウイルス

感染症における農林水産物の影響についてと

いうことで、牛肉とか、天草大王とか、１ペ

ージの２欄目ですね、品目ごとにこう書いて

ありますが、ちょっと気になるのは、１ペー

ジの一番下のお米のことでありまして、長雨

もありましたし、天候もよくなかった。もっ

と大きい影響は、コロナウイルスで、外食産

業の需要が非常に落ちているというところか

ら、米の需要が減っているという状況でござ

います。もう刈取りが始まっているわけであ

りますけれども、主食用米の買取り価格が極

端に下がるんじゃないかという懸念が、多く

の農家の皆さん方が心配をなさってらっしゃ

る状況でありますので、ウイルスや天候の状

況等々を把握した上で、今年の買取り価格に

ついての影響がどうなるのかについて、そし

て、その対策が何かあればどうお考えなの

か、作付調整というのとか買取り調整とか、

いろんな方法があると思いますけれども、そ

れについて、どこですかね、これは。説明を

お願いしたいと思います。 

 

○楮本農産園芸課長 農産園芸課でございま

す。 

 委員御指摘のとおり、非常に今米価の下落

というのが、全国的にマスコミ等々でも広く

報道されておりまして、生産者の方々は心配

されているところでございます。 

 まずは、今年度の作況についてでございま

すが、非常に長雨等々ございました。８月の
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中旬だったと思いますけれども、農林水産省

のほうから公表された分につきましては、全

国並み、本県につきましては、やや不良とい

うようなことでございました。民間で数字を

出しているところがございまして、99という

のを出されたところがございますけれども、

総じてそういうような状況だったのかなとい

うふうに思っています。 

 ただ、今年度から、その公表の方法といい

ますか、調査の方法が変わりまして、昨年度

までは、10月は最終的に実績で出るというこ

とだったんですけれども、８月につきまして

も、これまでですと、穂数を調査したりだと

か、係数を調査したりだとか、病害虫の発生

状況を見たりだとかということで、ほぼ実態

に合ったような公表だったのかなというふう

な感じはしておりますが、今年度からは、気

象データ、要は、気温だとか、日照だとか、

そういうデータに基づいて推測をした公表が

なされております。 

 非常にそういう状況でございますので、委

員御指摘のとおり、本来なら、もっと今年度

の作況については、いいような状況にあるの

ではないかというのは、関係者と話している

ところでございます。そういう状況の中で、

今年度も非常に作況がいいということであれ

ば、やはり非常に昨年度から問題となってお

りました在庫のほうが心配になってございま

す。全国的には、非常に在庫が多いというよ

うな状況でございます。 

 本県につきましては、昨年度、一昨年度

は、ちょっと作況が悪かったと、天候もござ

いまして作況が悪かったということ、それか

ら、計画的な生産がされていたということか

ら、非常に生産量が少なかったということ

で、在庫については、前回６月までは問題ご

ざいませんというような答弁をしておりまし

たけれども、現状になって若干増加してきて

いるというような状況でございます。 

 これは、原因は、先ほど委員のほうからご

ざいましたけれども、在庫が多いというこ

と、それから、コロナでの需要、特に業務用

需要が非常に厳しいような状況だというよう

なこともございます。もう一つは、主産地で

ございます東北地方が、在庫が相当増えてき

ておりまして、東北のほうの米が九州に相

当、低価格で流入してきているというような

ことも要因としてございます。 

 こういうような状況でございますので、東

北のほうにつきましては、マスコミ等でお話

しされているように、農協等の概算金が２割

から３割ぐらい減るよというようなことが報

道されております。 

 本県についても、公表はされておりません

が、本日の農業新聞では出ておりましたけれ

ども、大体九州産については、ほぼほぼ県内

で消費されるというような、そういう需要の

実態がございますので、１割から２割程度の

減少幅かなというようなことで、報道されて

いるようなところでございます。農協等に聞

きましても、そのような感じかなというふう

なことを私たちは聞いているところでござい

ます。 

 問題は、今後のお話だということだという

ふうに思いますが、まずは、全国的に、特に

本県もしっかりと来年産に向けて需給バラン

スが取れるように作物転換のほうを進めてま

いるというのが１点でございます。それか

ら、もう一つは、きちっとした消費がない

と、作っても売れないということになります

ので、もう一つは、消費対策、販路拡大対策

というのを今しっかり検討しているところで

ございますので、今後そういう状況というこ

ともございます。 

 昨日、自民党総裁も替わりまして、数十兆

円の経済対策というようなことも言われてお

りますので、そういうようなものも見据えな

がら、しっかりと対策は取っていきたいと思

っています。生産者の方々が不安なく生産が

できるように、しっかりやってまいりたいと
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いうふうに考えております。 

 以上でございます。 

 

○前川收委員 大変丁寧な御説明ありがとう

ございました。というか、長過ぎて何か分か

らない。 

 ざくっと言えば、コロナで需要が落ちてる

し、それから、去年からずっとそういう状況

が続いてて、在庫を抱えて、買取り価格が安

くなって、恐らく今年もＪＡの概算金がかな

り下がるんじゃないかという心配を農家がな

さってらっしゃるから、その点について何か

対策があるのかということを聞きたかったん

ですが、具体的には、補正予算待ちという話

なのかどうなのかよく分かりませんが、でき

れば、そこに、ある程度は農家の皆さん方に

安心感を与えていただけるような――これは

米農家って一番多いわけですから、農家の中

でのシェアとしてみれば。ほかのいろんなも

のを作ってらっしゃっても、米はやっぱり作

ってるという、そういう意味では、米農家の

シェアというのは、農家の中で一番多いのは

もう間違いないわけですから、その辺につい

ての何か対策があるかどうか、お願いしま

す。 

 

○楮本農産園芸課長 具体的には、まだ今検

討しているところでございますので、先ほど

言いましたような消費の対策だとか販路拡大

対策、特に団体等がされる分についてしっか

り支援してまいりたいというふうには考えて

おりますが、一つには経済対策というような

お話も差し上げましたけれども、コロナで影

響が出ているということは事実でございます

ので、コロナで使えるような予算がございま

したら、そちらのほうもしっかりと見ながら

やっていきたいというふうに思っておりま

す。 

 

○前川收委員 一番影響が出るのは、今年の

概算金に対して――作付を変えるのは来年影

響が出ると思いますけれども、今年も、確定

してくる概算金に対してどう影響を出すか

と、補塡ができるならば――補塡ができる

か、何ができるかということについて、国の

予算も含めてしっかり検討してください。非

常に下がるんじゃないかという危機的な状況

がありますので、御心配がありますので。た

しか渕上先生も御質問なさったというふうに

思ってますけれども、その点についてしっか

り応えていただけるように、これは要望です

けれども、お願いいたします。 

 以上です。 

 

○末松直洋委員長 ほかに質問ありません

か。 

 

○渕上陽一委員 今、前川先生のほうから、

米について質問がありました。まさしく私

も、今ほとんど毎日のように農家のところを

訪ねながらいろんな話を聞く中で、一番今心

配されているのは、やはりこの米価ですね。

ここに書いてありますけれども、安価な他県

産米が九州に入ってきていると。農家の人の

話を聞きますと、１万円を割ったものが入っ

てきているというふうに聞くわけでありまし

て、まさしく今回どこまで値が落ちるのかと

いうふうに心配もされておりますし、もう農

家の皆さんたちから言わせれば、１万5,000

～6,000円取れなければ、もうその下は赤字

で米を作っているような状況で、なかなか米

に対しての生産意欲が湧かないというような

状況でありまして。私、農家にとって米は魂

だろうと思っております。日本の農家にとっ

てはですね。これがやっぱり厳しい状況にな

るのは、農業にとってかなりきつくなるんだ

ろうというふうに思っておりまして。コロナ

の影響というのはよく分かりますけれども。 

 もう１点は、３～４年前までは、米はほと

んど一等米が取れていたと、もうこの１～２
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年は一等米なんかほとんど出てないと。二

等、三等、規格外になってしまったというこ

とで、この影響はもう皆さんたち御存じだろ

うというふうに思います。高温化だったりウ

ンカだったりということで。これに対して、

米に対して、今後どう対応していかれるの

か、もし案があれば、お話を聞かしていただ

ければと思います。 

 

○楮本農産園芸課長 農産園芸課でございま

す。 

 今委員御指摘のとおり、現在、米の品質面

で非常に問題になっていますのが、やはり御

指摘もございましたような高温対策でござい

ます。これが、やはり高温になりますと、や

はり品質が悪くなる。白く濁ったり、それか

らしっかり充実せずに収量が低下したりと。

品質だけじゃなくてそういうような部分も発

生してきているというような状況でございま

す。 

 本県の令和２年産でございますけれども、

２年産の一等米の比率につきましては、今相

当低下してきておりまして、29％、３割を割

ってきているような状況でございます。年々

低下してきているような状況でございます

が、こういう部分を解決するために、県のほ

うで開発しましたのが「くまさんの輝き」で

ございます。 

 「くまさんの輝き」につきましては、耐暑

性があって、冷えても非常に食味がいいとい

うようなことを売りにしているところでござ

いますけれども。現在、今年度につきまし

て、600ヘクタールまで生産が拡大していく

というようなことでございますが、昨年まで

の調査を見ますと、「くまさんの輝き」につ

きましては、一等米が73％ぐらいまで上昇し

ているというようなことでございますので、

今後は、こういうものをしっかりと推進をし

てまいりたいというふうに思っております。 

 来年度は、1,000ヘクタールを超えていく

というようなことでございますし、本年度に

つきましては、特Ａをぜひ取って、知名度も

向上させながら、消費拡大、販売拡大を進め

ていきたいというふうに考えているところで

ございます。 

 以上でございます。 

 

○渕上陽一委員 熊本は、「三度のときめ

き」を作っとけばというような話がありよっ

たですけれども、私も聞く中で、この「くま

さんの輝き」というのがとてもいいというこ

とでありますので、しっかりその辺もアピー

ルして作っていただくようにしていただきた

いというふうに思っております。 

 もう１点、これは要望なんですけれども。

本気で、それぞれの地域で、もしくは法人の

人たちで、その地域集まって、水田のフル活

用をやっていこうじゃないかという話になっ

てきているというふうに思っておりまして、

その中でやっぱり大事なのは、基盤整備した

り、暗渠排水をしっかり入れていくとか、機

械をちょっと手伝ってあげぬと、なかなかそ

っちのほうには移行していかぬとだろうなと

いうふうに思いますけれども。ぜひとも積極

的にそういったところをやろうというところ

はしっかり取り組んでいただけるように要望

したいというふうに思います。よろしくお願

いしときます。 

 

○末松直洋委員長 ほかにありませんか。 

 

○吉永和世委員 すみません。先ほど部長の

総括説明の中で話があったんですが、新型コ

ロナ感染症に対する取組ということで御紹介

あったんですが、こういう形で対応いただい

ているのは非常にありがたいというふうに感

謝を申し上げたいと思いますが。その中で、

金融支援制度の創設という言葉で御説明があ

りましたけれども、何か創設ということは新

しく設けたということとして理解していいん
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ですかね。 

 

○竹内農林水産部長 これは、これまでもと

いうことでございまして、昨年３月の段階

で、既にいち早く、県独自のコロナの支援策

ということで、無利子という形の県予算をま

ずつくらせていただいています。そのこと

を、すみません、指しております。これは今

も継続しておりますので、大分国の融資と併

せて活用もかなりされています。実態的に活

用の状況を……。 

 

○吉永和世委員 できれば、状況も……。 

 

○加藤団体支援課長 団体支援課でございま

す。 

 今部長が御説明しましたとおり、国のほう

の支援のほうも順調に伸びておりまして、ま

た、新型コロナでは伸びておるところもござ

いますが、国のほうも、融資に際して、相手

というか、農林水産業者に寄り添って審査を

していくといったところになっております。 

 件数的には、今、４月、５月から比べまし

て、やや水産業のほうが伸びているような状

況ですけれども、順調にその辺り金融機関が

寄り添った対応をしているというところにな

ります。 

 以上です。 

 

○加藤団体支援課長 すみません、再度。 

 今新型コロナ対策の支援のほうは、農業の

ほうで、承認が404件、約22億4,000万円がな

されております。林業のほうが、承認件数が

８件で7,500万、あと、漁業のほうで、承認

が29件、２億5,000万余が今融資されておる

というところになっております。 

 以上です。 

 

○吉永和世委員 お答えをいただいているの

は非常にありがたいというふうに思います。

ただ、農業は、404件の22億と、金額的に１

件当たりにすると、どれぐらいあるのかちょ

っとあれなんですけれども、要は金利はなし

ということなんですけれども、元金返済とい

うのは必ず出てくるんだろうというふうに思

うんですけれども、やっぱりその元金が、今

後負担という形になって、結局、生産意欲を

なくすとか、あるいは担い手にまたそれが影

響してくるとかというのが、全体的に農林水

産業が衰退していくということがあってはな

らないのかなというふうに思うので、そこら

辺をやっぱり注意しておかないと、今後、本

県の農林水産業に大きく影響してくるのかな

というふうに思っていますので。融資するの

はありがたいんですが、必ず借りると返済が

伴うってことなので、そこら辺をしっかりと

見とっていただいて、対応いただければなと

いうふうに思いますので、よろしくお願いし

たいと思います。 

 

○末松直洋委員長 要望でよろしいでしょう

か。 

 

○吉永和世委員 はい。 

 

○末松直洋委員長 ほかにありませんか。 

 

○荒川知章議員 関連で、コロナウイルス

で、月次支援金と、あと事業再構築補助金が

あると思うんですけれども。これは国の直接

採択事業となっていると思うんですけれど

も、大体、この月次と再構築、それぞれ農林

水産業関係者で、県内でどれぐらい申請があ

って、どれぐらい採択されているんでしょう

か。 

 

○深川農林水産政策課長 別添資料の２ペー

ジを御覧ください。 

 別添２ページの資料の一番上と２行目、一

番上がまん延防止措置に伴う影響を受けた農
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林漁業者の支援金ということで、同月比50％

以上減少した農林漁業者が、個人が10万円、

法人が20万円、これは国の事業でございま

す。 

 下のほうが、県が独自にしたものでござい

まして、50％以上にならない、30％以上50％

未満の事業者に対する支援でございまして、

個人５万円以内、法人10万円以内の額でござ

います。 

 これにつきましての実績は、私もちょっと

手持ちの資料を持ち合わせておりませんの

で、後ほど所管のほうに確認をいたしまして

御報告させていただけばと思っております。 

 

○荒川知章議員 はい、ありがとうございま

す。よろしくお願いします。 

 

○末松直洋委員長 では、後から報告をお願

いいたします。 

 ほかにありませんか。 

 

○楠本千秋副委員長 すみません。農産物の

影響で、牛肉のことでちょっと確認とかお願

いとかさせていただきますけれども。令和２

年は14億で、今年は0.9億ということで、数

日前のテレビでミートショックというのをや

ってました。何でかというと、世界的な食肉

需要の増加で、アメリカ産の牛肉が日本に入

ってこないと。去年の９月頃の100グラムの

単価138円が、今年の９月は198円、100グラ

ムですね。こういうので消費にも影響してい

るというようなニュースが流れてまして、こ

れの14億が0.9億というこの流れと、もう一

つは、今年の３月に知事の音頭でブランドを

立ち上げられて、その支援とかもされてます

けれども、その辺の影響というんですかね、

よく分からないんですけれども、要は、熊本

産の牛肉が売れる方向というのは、どうした

らいいのかというのをちょっとお聞きしたい

んですけれども。 

 

○上村畜産課長 御指摘のとおり、ミートシ

ョックと言われる輸入牛肉高騰の影響という

のが、報道でも大分されてますけれども、実

際、オーストラリアの牛肉も上がってます

し、アメリカ産の冷凍バラ肉とかも、特に８

割ぐらい上がってまして、スーパーとか外食

産業がすごく困っているという話ですね。 

 その原因としましては、中国が、旺盛な需

要があるということと、経済回復がいち早く

できたということで、どんどん買っていると

いうことがあります。あと、輸入が上がると

いうのの原因としては、現地の価格が上がっ

ていることと、為替の問題と、あと海上運賃

の問題が３つあるんですけれども、現地の価

格は、ちょっと日本が買い負けている状態に

なってます。それで上がっていることと、あ

と為替も今ちょっと111円ぐらいと円安に動

いてますし、コロナの関係で港で働く人の労

働力とかがちょっと減ってまして、あとコン

テナもちょっと不足してまして、その分で海

上運賃も上がっています。それで輸入物が上

がっているということです。 

 一義的に言えば、外国産は入ってこないの

で、国内のを売り込むチャンスがあるという

ことで、本来いいところなんですけれども、

なかなか、売り先としては、ちょっとすみ分

けている部分ですので、その辺で難しいとこ

ろがあります。ただ、巣籠もり需要の最初の

うちは、ぜいたくしようということで、あと

県産品の応援ということで、和牛肉もどんど

ん県内のものを買ってもらったりとかしてま

して進んでたのですが、今ちょっと下がって

きているところですね。巣籠もり疲れという

か、そういうのもあります。 

 そんな中で、３月19日に、統一ブランドの

お披露目をさせていただいたんですけれど

も、今現在、半年たっています。その中で、

今年は、オール熊本体制の強化で、認知度向

上と販路拡大というのに一生懸命頑張ってい
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るところです。 

 今回の牛肉キャンペーンが、７月30日から

９月20日までやったんですけれども、例年 

100店舗ぐらいの参加なんですが、今回147店

舗の参加がありまして、キャンペーンの応募

も例年4,500ぐらいなんですけれども、今回

7,000を超える応募があっております。今度

それの抽選会とかもやろうと思っていますけ

れども、そういうことで、どんどん認知度向

上を進めて売れるようにしたいなと考えてい

るところでございます。 

 以上です。 

 

○楠本千秋副委員長 今海外からの輸入が高

くなるということは、国産、熊本県の牛を売

るチャンスだと思いますので、ぜひ何かそう

いう努力をしていただきたいと思います。よ

ろしくお願いします。 

 

○山本伸裕委員 先ほどの米のお話に関連し

てですけれども、私もちょっとＪＡだとか農

業関係者の方からお話、大変深刻な状況を伺

ってきたんですけれども。それは置いとい

て、先ほどの県の取組の努力については評価

申し上げたいと思うんですけれども、今の深

刻な状況というのは、やっぱり一県の努力だ

けでは、もう限界があるというふうに思うん

ですよね。これは、政府が余っている米を買

い取って市場隔離するということは、もう緊

急に必要じゃないかというふうに思うんです

よね。それで、ぜひそのことを国に対して熊

本県からも意見を上げていただきたいと思う

んですけれども、それについて前も申し上げ

ましたですけれども、一方では、コロナ禍で

御飯が食べられないという人がおられるわけ

ですよね。 

食料支援に回すと。 

 ちょっと私調べてみたら、結構普通にアメ

リカとかフランスとか食料支援の取組を政府

がやってるんですよね。アメリカでは739万

トン、フードバンクに政府が買い上げて提供

していると。フランスでは12万トン、フード

バンクに食品確保して提供していると。日本

はと調べたら、2,800トンですよ。だから、

もう本当、この米の緊急事態で市場隔離し

て、食料不足で米も食べられないという人た

ちに食料支援で回すというようなところは、

もうぜひ政府に声を上げていただきたいと思

うんですけれども、いかがですか。 

 

○楮本農産園芸課長 まず、補塡の分につき

ましてでございますけれども、これにつきま

しては、生産者の方々、農業団体と、今どう

いう状況にあるのか、しっかり聞かせていた

だいて、御検討させていただければというふ

うに考えております。 

 それからもう一つ、子ども食堂についてで

ございますけれども、これにつきましても、

ヨーロッパ等と比較すれば、日本はまだまだ

緒に就いたばかりで、制度的にもまだ十分で

ないというところもあるというふうには聞い

ております。そういった分につきましては、

農林水産省も備蓄米等々をしっかり子ども食

堂等へ配付をしておりますし、先般は、農業

団体のほうから、そういう在庫の分を提供し

ていただいて、全国の食堂に配付をしている

というような取組もしてございます。そうい

った部分を一般的に広く知っていただくとと

もに、そういうのがもっともっと活発になる

よう、国とは話をさせていただければという

ふうに思っております。 

 以上でございます。 

 

○山本伸裕委員 とにかく米が余っとって、

去年の在庫の米をどうかせぬと、今年の米を

入れる倉庫もないというような話も聞いてる

んですよね。だから、そういった、余剰米の

提供であるとか、価格の一定水準、最低でも

生産コストに見合った価格を保障するである

とか、あるいは食料難で困っている方々への
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提供であるとか、これは非常に各方面の問題

を解決する上で、やっぱりもう決定的に市場

隔離というのは非常に重要な問題ですので、

ぜひ強く申し上げていただきたいなと思いま

すね。 

 

○末松直洋委員長 要望でよろしいでしょう

か。 

 ほかにありませんか。 

 

○山本伸裕委員 すみません、別件で。 

  35ページの訴えの提起なんですけれど

も。 

御説明では、一旦2,500万円支払いがあっ

たという。ちょっとお話聞いたところで

は、その後分納していきますというような

話も相手方さんは約束されたという話を聞

いてるんですけれども、それがどういう過

程で支払い督促異議申立てというような訴

えの提起というようなことに至ったのか、

そこの事情について、ちょっと説明できる

範囲で結構ですので、教えていただけれ

ば。 

 

○中島流通アグリビジネス課長 今委員のほ

うから御指摘がありました、まず、2,500万

円、こちらのほうの納付があった分について

ですが、３月26日に交付決定の取消しを行い

まして、そして即座に、まず、事業者のほう

が、補助金の交付をしております額、そちら

のほうを手元に持っておりました。その関係

で、まず2,000万円のほうは、その場で回収

といいますか、事業者側からの返還があった

ところです。残りの金額、2,000万円を差引

きますと、5,800万余が残額としてあったわ

けですけれども、それにつきましては、それ

以後、ですので、新年度に至りまして、大体

６月までには全額返還するというふうな形

で、事業者からの申出があっていたところで

す。 

 その額につきましては、５月と６月に支払

うということでしたが、500万円しか返還が

なかったというところです。ですので、残り

の5,300万円余が、今回返還の対象となった

というところでございまして、こちらにつき

ましては、先ほども申し上げましたとおり、

文書だったり、口頭だったり、実際に事業者

のところに出向きまして、ここにもあります

とおり、補助金返還だけではなく、加算金、

延滞金が発生しますので、いち早く返還をさ

れないと、額面が大きいですので、どんどん

膨大な額になりますので、早めの返還がよい

ということも、こちらからも申し入れなが

ら、相手方のほうに補助金の返還を言ってお

りましたところですが、なかなかその申入れ

を受け入れられなかったと。で、地方自治法

によりまして、こういった債権が発生した場

合は、速やかに返還の手続を取らないといけ

ないと、納付のほうを取り扱っていただく

と、そういったところから、今回民事訴訟法

の手続のほうに進ませていただいたというふ

うな手順になっております。 

 

○山本伸裕委員 大体説明は分かったんです

けれども、その分納の約束をしとったのにこ

ういうことになってしまったのは、何か相手

方との約束違反であるとか、何かトラブルが

あったのかなというようなことをちょっと想

像したもんですから。そういう何かトラブル

だとか、お互いの言い分の食い違いだとか、

そういうものではなかったんですか。 

 

○中島流通アグリビジネス課長 今現在、既

に訴訟ということで裁判の中身に入っており

ますので、詳しいところについては、なかな

か御説明はできないところではありますが、

事業者側のほうからは、返還しますというこ

とは、この補助金の不正の利用、それについ

ても、十分自分のところがいけないというこ

とで、認識した上で返還をするということで
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申し出ておりましたので、こちらのほうとし

ましては、基本的には、やはり事業のほうを

継続しながらでも返還をしていただければと

いうところを考えて、猶予の期間も得ながら

返還を求めてきていたというのが実情です。 

 特に事業者との間でトラブル等が発生した

わけではございませんが、やはり期間がどん

どんどんどん延びることによって、返還の額

も大きくなりますので、これは、債権を抱え

た県としましては、いち早く回収の手続を取

らないといけないというところから、今回の

手続のほうに移ったという次第です。 

 

○山本伸裕委員 はい、分かりました。 

 

○末松直洋委員長 よろしいですか。 

 

○前川收委員 関連でよろしいでしょうか。 

 もう一回確認しておきたいんですけれど

も、そもそも地域未来投資促進事業補助金を

申請なさったときには、申請時にそれはお金

が下りたわけですから、その申請時の計画と

実態的に行われていたものが違っていたとい

うことの確認ができたから、戻してくれとい

う話になったわけですね。 

 

○中島流通アグリビジネス課長 流通アグリ

ビジネス課です。 

 今回、先ほど申し上げましたが、３月の概

算払いで既に交付をしておりまして、それに

つきまして、最終的には竣工の検査をしない

といけないということで、３月に入って早々

に、確認をすると、こちらのほうから申し入

れておりました。それに対して、待ってくれ

というふうなことで、なかなか検査ができな

かったものですから、これはもういけないと

いうことから、３月24日、事業者側のほう

に、こちらのほうから再度確認しましたとこ

ろ、いや、実は終わってないということで、

事業自体がまず終わっていない、それはいか

ぬということから、25日に現地に入りまし

て、内容を確認しましたところ、明らかに事

業も終わってない。さらに、目的としまして

は、水産加工施設を導入するという形になっ

ておりましたけれども、それ以外、これも裁

判の話になりますが、それ以外のものに利用

していたという形になります。 

 

○前川收委員 補助金の目的外利用みたいな

形で、これ故意な話でしょうから、偶発的な

話じゃなくて、計画的にそうなさったのかな

というふうに思わざるを得ない状況でありま

しょうから、きちっとそれは対応してもらわ

なきゃいけないというふうに思ってますし、

なかなか難しいと思いますけれども、こうい

った補助金を申請された時に、その補助金申

請の内容がちゃんと履行できてるかどうかの

確認はきちっとやらないと、税金であります

から、国民の税金を使ってやってるわけであ

りますから、そこは厳しくやっていただきま

すように、私のほうから、これは要望でござ

います。 

 

○末松直洋委員長 ほかにありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり) 

○末松直洋委員長 なければ、以上で前半グ

ループの質疑を終了いたします。 

 それでは、説明員の入替えを行いますの

で、約５分間休憩いたします。再開は、11時

10分からとします。 

  午前11時３分休憩 

――――――――――――――― 

  午前11時９分開議 

○末松直洋委員長 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 まず、後半グループ各課の付託議案等につ

いて、担当課長から資料に従い順次説明をお

願いいたします。 

 なお、執行部からの説明及び質疑応答は、

効率よく進めるために、着座のまま簡潔に、
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また、発言内容が聞き取りやすいように、マ

イクに少し近づいて、明瞭に発言いただきま

すようお願いいたします。 

 

○清藤農村計画課長 農村計画課でございま

す。 

 常任委員会説明資料(予算関係及び条例関

係)の13ページをお願いいたします。 

 ２段目の農業農村整備推進交付金について

は、説明欄のとおり、新規事業の世界かんが

い施設遺産サミットin kumamotoの負担金で

ございます。 

 これは、来年４月に熊本市で開催予定の第

４回アジア太平洋水サミットの公認サブイベ

ントとして開催を計画している世界かんがい

施設遺産サミットin kumamotoの開催経費に

対する負担金です。 

 このかんがい施設遺産サミットについて

は、県、関係市町村、土地改良区、県土地改

良連合会で構成する実行委員会が実施主体と

なり、歴史的なかんがい施設を熊本から国内

外に情報発信することで、施設の重要性や熊

本の魅力をＰＲし、地域の活性化につなげる

取組でございます。 

 農村計画課は以上です。 

 

○青木農地整備課長 農地整備課でございま

す。 

 14ページをお願いいたします。 

 ２段目、国庫支出金返納金につきまして

は、説明欄の土地改良事業国庫支出金等返納

金でございますが、こちらについては、過年

度に実施した農業農村整備事業の事業費確定

等に伴う国庫支出金や市町村負担金の返納金

となっております。 

 ４段目、農業生産基盤整備事業費につきま

しては、説明欄の事務機器等貸借につきまし

て、大型プリンター機器の借入れに当たり、

入札の不調、不落が発生したため、借入期間

を遅らせる必要が生じたことから、令和８年

度の債務負担行為限度額の増額が必要となっ

たものでございます。 

 ６段目、団体営農地等災害復旧事業費でご

ざいますが、本年度に発生した５月、７月の

梅雨前線豪雨、そして、８月11日からの大雨

により被災した農地や農業用施設の復旧を行

うため、予算の補正が必要となったものでご

ざいます。 

 15ページをお願いいたします。 

 県営農地等災害復旧費でございます。 

 こちらにつきましては、農地や農業用施設

の災害復旧事業を行う事業のうち、高度な技

術力を必要とするもので、一定の規模以上の

ものについて、県が事業主体となり実施する

ものでございます。 

 今回の補正予算については、８月11日から

の大雨により被災した宇城市三角の農道の復

旧を行うためのものでございます。 

 農地整備課は以上でございます。 

 

○𠮷住むらづくり課長 むらづくり課でござ

います。 

 16ページをお願いします。 

 上段が、コロナ禍における鳥類被害防止緊

急対策事業でございます。 

 冬場の露地野菜は、近年作付を伸ばしてお

りまして、県の主力野菜に成長をいたしてお

ります。この露地野菜が、コロナ禍での価格

低迷に加えまして、鳥類による被害が急増

し、ダブルパンチで非常に経営が厳しい状況

でございます。 

 この厳しい状況の冬場の露地野菜を栽培す

る農家の支援のため、圃場に入ってくる鳥の

追い払い対策資材の設置を支援するととも

に、コロナ禍ですので、人手に頼らない、人

を集めない、地域全体で鳥類の被害防止、追

い払い対策を緊急に検証するという事業でご

ざいます。新規のコロナ関係予算としてお願

いしております。 

 次に、中段です。 
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鳥獣被害防止総合対策交付金の事業費確定

に伴う国庫返納金でございます。 

 ７月豪雨の影響など、災害関係で捕獲に手

が回らず捕獲頭数が減ったというものや、入

札による減額など経費が予想より下回ったた

め、減額したものに伴うものです。市町村か

らの返納があった分を国庫に返納いたしま

す。 

 次に、下段が、多面的機能支払事業の国庫

返納金でございます。 

 これも、事業費確定に伴う国庫返納金です

が、この交付金は、国庫に県費を足して市町

村へ交付しますので、市町村からの返納があ

った場合、県費相当分を県の収入として差し

引き、国庫に返納するものです。 

 むらづくり課は以上です。 

 

○笹木森林整備課長 森林整備課でございま

す。 

 資料の17ページをお願いします。 

 ２段目の施設整備費の説明欄、林業研究・

研修センターにおける新型コロナウイルス感

染症対策事業ですが、林業研究・研修センタ

ーにおけるサーマルカメラの購入や非接触型

のトイレ設備導入など、新型コロナウイルス

感染症対策に係る備品購入や施設整備に要す

る経費でございます。 

 ４段目、森林災害復旧費の説明欄、民有林

作業道災害復旧事業につきましては、８月11

日からの大雨により被災した森林作業道のう

ち、公共性が高い路線での市町村が行う復旧

事業への助成について予算の増額をしたもの

でございます。 

 ５段目、県有林災害復旧費の説明欄、県有

林作業道等災害復旧事業につきましては、８

月11日からの大雨により被災した県有林の作

業道である水上村の岩野川内線ほか22か所の

復旧を行うものでございます。 

 森林整備課は以上でございます。 

 

○山下林業振興課長 林業振興課でございま

す。 

 18ページをお願いします。 

 ２段目の林業労働力対策事業費は、くまも

と林業大学校において、新型コロナウイルス

感染症対策として、リモート授業を行うため

に必要な備品等の整備を行うものです。 

 ４段目の現年林道災害復旧費は、本年度発

生した林道災害の復旧を行う市町村に対する

助成を行うものでございます。 

 林業振興課は以上です。 

 

○中尾森林保全課長 森林保全課です。 

 19ページをお願いします。 

 治山事業関係につきまして、まず、２段目

の緊急治山事業は、梅雨前線豪雨災及び８月

の大雨災害によるもので、国庫補助を活用

し、緊急に行う復旧工事に要する経費を計上

しております。 

 ３段目の単県治山事業は、梅雨前線豪雨災

及び８月の大雨災害によるもので、内容は､

説明欄１の単県治山事業(県営事業)は、国庫

補助の対象とならない箇所のうち、保安林内

で復旧工事を県営で行うものを計上しており

ます。 

 ２の単県治山事業(市町村営事業)につきま

しては、やはり国庫補助の対象とならない箇

所のうち、保安林以外で市町村が復旧工事を

行うものに対する助成をする費用を計上して

おります。 

 次に、下の治山調査計画費は、令和２年７

月豪雨等ということで、一部熊本地震関係の

ものも含まれておりますが、７月豪雨等によ

り被災した箇所の治山事業実施に必要な保安

林指定調書の作成に必要となる経費を計上し

ております。 

 森林保全課は以上でございます。 

 

○堀田水産振興課長 水産振興課でございま

す。 
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 21ページをお願いします。 

 ２段目の水産業振興費の水産物流通対策事

業費でございますが、説明欄のコロナ禍にお

ける県産水産物加工促進支援事業につきまし

ては、新たな生活様式に対応した県産水産物

の家庭食向けの加工品開発等を行う漁業協同

組合に対し支援するものでございます。 

 次に、４段目の水産研究センター費でござ

いますが、説明欄の水産研究センターにおけ

る新型コロナウイルス感染症対策事業につき

ましては、水産研究センター内における感染

防止対策のため、和式トイレの洋式化など、

施設を整備するものでございます。 

 水産振興課は以上でございます。 

 

○植野漁港漁場整備課長 漁港漁場整備課で

ございます。 

 22ページをお願いします。 

 上の段の単県漁港改良事業費につきまして

は、右の説明欄の１番目の単県漁港改良事業

費は、県管理漁港における新型コロナウイル

ス感染対策に要する経費で、合串漁港ほか７

か所でトイレの洋式化などの改修を行うもの

です。 

 ２の単県漁港漁場施設補修事業費は、梅雨

前線豪雨及び８月11日からの大雨により、漁

港海岸に漂着しました流木等の回収、処分に

要する経費で、郡浦漁港海岸に漂着した流木

の回収、処分を行うものです。 

 下段の海岸漂着物等地域対策推進事業費

は、梅雨前線豪雨により海域に流入した流木

等及び昨年７月豪雨により流入し海底に沈ん

でいる流木等の回収、処分に要する経費で、

漁業活動に支障になっている流木等を撤去す

るものです。 

 23ページをお願いします。 

 過年漁港災害復旧費は、昨年の台風９号に

より被災した漁港の復旧に要する経費で、二

江漁港の防波堤復旧工事におきまして、近く

に放流されました稚魚への影響軽減のため

に、生コン打設時の汚濁防止膜の設置や、水

中部の詳細調査の結果、基礎捨て石の数量増

が必要になったものでございます。 

 漁港漁場整備課は以上です。 

 

○深川農林水産政策課長 農林水産政策課で

ございます。 

 24ページです。 

 令和３年度繰越明許費の設定でございま

す。 

 設定額につきましては、今年度の各事業の

進捗状況等を踏まえて算出しております。 

 一番下の合計額、農林水産部全体で71億 

4,700万円余となっております。 

 なお、繰越設定につきましては、例年11月

議会及び２月議会でお願いしておりました

が、本年度は、令和２年７月豪雨災害及び国

土強靱化予算の前倒しなどの令和２年度予算

の繰越事業を上半期に集中して発注しており

ますため、令和３年度当初予算事業の多くが

下半期発注となる見込みです。このため、適

正工期を確保していくという観点から、今議

会での設定をお願いするものです。 

 農林水産政策課は以上です。 

 

○末松直洋委員長 次に、条例等関係です。 

 

○深川農林水産政策課長 25ページをお願い

いたします。 

 ここからは、条例等議案になります。 

 25ページの議案第17号から議案第19号まで

は、いずれも、令和３年度の農林水産関係の

建設事業につきまして、受益市町村が負担す

る経費の負担率を定めるものでございます

が、農林水産政策課から一括して御説明いた

します。 

 県が行う建設事業につきましては、法律

上、その経費について、受益市町村に負担さ

せることができることとされております。こ

の負担率を定めるに当たりましては、受益市
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町村の意見を聞いた上で、県議会の議決を得

まして定めることとなっております。 

 議案につきましては、根拠法令ごとに、25

ページの議案第17号が地方財政法関係、28ペ

ージの議案第18号が海岸法関係、29ページの

議案第19号が土地改良法関係のものとなって

おります。 

 各事業の負担割合は、国のガイドライン等

に基づき設定したもので、受益市町村の同意

を得ているものでございます。 

 農林水産政策課は以上です。 

 

○青木農地整備課長 農地整備課でございま

す。 

 資料の31ページをお願いいたします。 

 議案第25号、工事請負契約の変更について

でございます。 

 平成30年11月議会において議決されました

昭和地区経営体育成基盤整備事業第30号工事

の請負契約につきまして、工期について、平

成33年10月29日までを令和４年１月31日まで

に、契約金額について、６億3,590万9,616円

を６億4,062万2,016円に変更するものでござ

います。 

 事業の概要については、32ページに記して

おるとおりでございます。排水ポンプの製作

据付けを行う工事です。 

 請負契約の変更理由については、同じ32ペ

ージの３番に記載しておりますが、関連工事

で行う予定であったポンプ場建屋の床面の調

整コンクリート打設に関して、関連工事が遅

延したため、本契約に変更、追加したことに

よるものでございます。 

 33ページをお願いします。 

 議案第26号、もう１件、工事請負契約の変

更についてでございます。 

 平成30年11月議会において議決されました

硴江地区農村地域防災減災事業第４号工事の

請負契約につきまして、契約金額について、

６億9,114万6,432円を６億9,414万3,162円に

変更するものです。 

 事業の概要については、34ページのとおり

ですが、排水ポンプの製作据付けを行う工事

でございます。 

 請負契約の変更理由については、３番に記

載しておりますが、ポンプ設備据付けに当た

り、吸水槽の補強工法が必要ですが、これの

変更、それと仮設計画の見直しをしたことに

よるものでございます。 

 農地整備課は以上です。 

 

○末松直洋委員長 次に、報告関係。 

 

○笹木森林整備課長 森林整備課でございま

す。 

 52ページをお願いします。 

 報告第25号、公益社団法人熊本県林業公社

の経営状況を説明する書類の提出についてで

す。 

 概要は、次の53ページをお願いします。 

 この法人の設立目的は、１の基本情報の

(1)のとおり、造林、育林等の事業を行うこ

とにより、森林の持つ公益的機能の維持増進

を図り、林業の活性化と山村地域の振興並び

に住民生活環境の向上に寄与することを目的

としております。 

 ２の令和２年度の決算の概要についてで

す。 

 (1)に今決算期の正味財産増減計算書を掲

載しておりますが、決算のポイントとなる当

期の正味財産の増減について御説明します。 

 (2)を御覧ください。 

 法人全体の今期の正味財産増減額は1,400

万円余の増で、主に公益目的事業会計におけ

る増加によるものであり、主たる要因は、利

用間伐の事業量が増加したことによるもので

す。 

 54ページをお願いします。 

 ３の事業実績等についてです。 

 主要事業の実績につきましては、表のとお
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りであり、これまで造成してきた資源が充実

しつつあることを踏まえ、利用間伐の推進に

努めたほか、公社の有する知識、技術力を活

用して、受託事業にも取り組んだところでご

ざいます。 

 森林整備課は以上になります。 

 

○山下林業振興課長 林業振興課でございま

す。 

 資料の56ページをお願いします。 

 報告第26号、公益財団法人熊本県林業従事

者育成基金の経営状況を説明する書類の提出

についてです。 

 概要は、次の57ページをお願いします。 

 この法人の設立目的は、１、基本情報(1)

のとおり、林業事業体に雇用される林業従事

者の就業環境を整備し、その安定確保を図る

とともに、若年従事者の育成、確保を促進す

ることを目的としております。 

 ２、令和２年度の決算の概要について説明

します。 

 58ページ、(1)に今決算期の正味財産増減

計算書を掲載しておりますが、決算のポイン

トとなる当期の正味財産の増減について説明

いたします。 

 (2)を御覧ください。 

 法人全体の今期の正味財産増減額は738万

6,000円の減であり、主に公益目的事業会計

における減少によるものです。 

 その主たる要因は、低金利により基金運用

益が減少し、指定正味財産である基金の一部

を取り崩して事業を実施したためですが、公

益目的事業を実施する上で支障のない範囲の

減少であると考えております。 

 続いて、３、事業実績等についてです。 

 事業内容の①の林業労働力確保等に関する

事業は、退職金共済や社会保険掛金の事業主

負担の助成、新規参入者を雇用した事業体へ

の助成を行っており、基金運用益等を財源と

した事業です。 

 ②以降の事業では、国や県からの補助事

業、委託事業により、林業に興味がある人へ

の林業体験学習会、林業就業希望者への長期

研修、林業従事者への技術研修等のほか、林

業事業体への指導、林業就業に関する広報、

林業事業体への就職あっせんなどの事業を行

っており、くまもと林業大学校の運営の一部

も行っております。 

 林業振興課は以上です。 

 

○堀田水産振興課長 水産振興課でございま

す。 

 60ページをお願いいたします。 

 報告第27号、公益財団法人くまもと里海づ

くり協会の経営状況を説明する書類の提出に

ついてです。 

 概要は、次の61ページをお願いします。 

 この法人の設立目的は、１、基本情報の

(1)のとおり、水産動植物の種苗の生産及び

放流並びに水産動植物の育成を計画的かつ効

率的に実施し、県民への水産物の安定供給と

海洋環境の保全に寄与することを目的として

おります。 

 ２の決算の概要についてです。 

 (1)に今期決算期の正味財産増減計算書を

掲載しておりますが、決算のポイントとなる

当期の正味財産の増減について御説明いたし

ます。 

 (2)を御覧ください。 

 法人全体の当期正味財産増減額は、61ペー

ジの表の一番右下の欄のとおり、454万円余

の増で、主に法人会計における増額によるも

のです。 

 増額の主たる要因は、基本財産運用益が計

画以上の増益となったためであり、適正に運

用されているものであります。 

 続きまして、３の事業実績等についてで

す。 

 まず、公益目的事業である(1)の里海づく

り事業ですが、マダイ、ヒラメ、クルマエビ
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など、９魚種の種苗生産、配付を行っており

ます。 

また、共同放流事業を実施する栽培漁業地

域展開協議会の事務局として、マダイ95万8,

000尾やヒラメ67万4,000尾等の放流を実施い

たしております。 

また、クマモト・オイスターやキジハタの

種苗生産技術開発試験及びタイラギ等の中間

育成技術開発試験を県から受託し実施してお

ります。 

さらに、八代漁協が行う種苗生産や各漁協

が行う種苗育成、放流に対し指導や助言を行

うとともに、学校への研修等啓発活動に取り

組んでおります。 

 最後に、収益事業である(2)のその他の事

業についてです。 

 養殖業の発展を目的に、クルマエビの養殖

用種苗70万尾を生産し、配付しております。 

 水産振興課は以上です。 

 

○末松直洋委員長 以上で後半グループの説

明が終わりましたので、質疑を受けたいと思

います。 

 質疑は、該当する資料のページ番号、担当

課と事業名を述べてからお願いします。 

 また、質疑を受けた課は、課名を言って、

着座のままで説明をしてください。 

 それでは、質疑はありませんか。 

 

○前川收委員 16ページ、むらづくり課。 

 上から３段目の国庫支出金返納金というの

がありまして、額は少額192万円の国庫返納

があっているわけでありますが、現状の鳥獣

被害に対して、しっかり取組をしていただい

ている状況で、被害がなかなか減らないとい

う環境の中にあって残念なことだなと。わざ

わざ190万も国庫に返納しなきゃならないと

いうことが少し残念でありました。 

 実は、私が言うのは、主にイノシシとそれ

から鹿なんですけれども。今猟銃で撃つ免許

を持っている人たちの駆除と、猟銃の免許は

持ってなくて、わなの免許を取って、くくり

わなとか箱わなで捕ってらっしゃる、大きく

２タイプいらっしゃる。猟銃の許可を持って

いらっしゃる方は、ほとんどの方が補助金対

象になってますが、箱わなで捕ってる人は、

市町村によって補助金の対象になってない市

町村があるんです。これは間違いなくありま

す。 

 それで、そういった鳥獣被害を防止するた

めにやっている行為から見れば、全く同じな

んですね、鉄砲で撃とうが、わなで捕ろう

が。その実態をぜひ調べていただきたい。 

 国庫補助金で7,000円だったですかね、た

しか。それから、市町村がほとんど7,000円

ぐらい出してまして、１万4,000円、それに

県が1,000円だったかな乗せてるのが。１頭

当たりの１万5,000円の内訳というのは、そ

ういうことだと思います。それから、地域に

よっては、それぞれ違ってくるというふうに

思いまして、私の菊池のほうであれば、森林

組合が何千円か乗せてるところ、私は、組合

長時代に乗せましたから分かってるんです

ね。 

 ただ、それが猟銃の許可を持った皆さんに

は補助金が行ってるけれども、箱わなだけと

かくくりわなだけであれば、交付対象にして

ない市町村があるんですね。間違いなくあり

ますから、ぜひ調べていただいて、なぜそう

なのかというのは、もともと歴史的に見れ

ば、猟銃を撃つ人たちが鳥獣駆除隊という形

で始まったというのは、これは全く理解でき

ますが、今の時代で考えると、もう猟銃の免

許を取る人は割と少なくて、むしろ箱わなと

かくくりわなで捕ってる人のほうが多いんだ

と思うんですね。自分たちは捕っても奨励金

が来ない市町村があるんですよ。それは同じ

国庫の使い方としていかがなものかというこ

と。県は1,000円しか出してないから市町村

どうぞという話じゃなくて、国のお金も入っ
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ているわけですから、そこはちゃんと理屈を

つくって平等にして、ましてや、こういった

補助金返納がないように、捕ってももらえて

ないところがあって、なおかつ返納までして

いるという状況は少しおかしいなというふう

に思ってますので、分かる範囲で説明してい

ただきたいと思いますし、もし分からなけれ

ば、今の実態を――各市町村によって違うん

ですよ。私は、菊池の地元の郡市の中だけ調

べても違ってました。県内の状況をちょっと

調べて、せっかく頑張って捕ってらっしゃる

のに箱わなでもらえてないところもあるわけ

ですから。うちだけかもしれませんけれど

も、それはやっぱり平等にというのかな、ち

ゃんと統一されるようにしてもらえればあり

がたいなと思ってますが、何か持ってらっし

ゃる情報とか現状について、お話があればお

願いします。 

 

○𠮷住むらづくり課長 むらづくり課でござ

います。 

 実態として、先生がおっしゃるようなこと

があろうかと思います。ちょっと調査をさせ

ていただきます。 

 それから、この返納金につきましては、入

札で減額したものとかもありますけれども、

７月の豪雨で捕獲に手が回らなかったという

ことで、予定していた捕獲頭数が確保できな

かったというところもございました。 

 以上でございます。 

 

○前川收委員 捕獲してももらえてない人は

カウントされてないわけですよ、簡単に言え

ば、この中に。そこの月がどうだったかは分

かりません、私は。ただ、そもそももらえて

ない人がいるわけですから、捕獲しててもも

らえてない人がいるということから前提にす

れば、入札残のほうがほとんどかもしれませ

ん、内訳は分かりませんが。少なくともそう

いうことがあってるということの認識持って

いただいて、何のために補助金を出してるか

というと、たくさん捕ってくださいと、困る

から捕ってくれという話をやっているのです

から、捕ってもらえるモチベーションをつく

るために、この補助金、この中の一部の補助

金はあるわけですね、捕獲奨励金みたいなや

つが。それが使われてないという現状につい

てしっかり受け止めていただいて、市町村が

払っている分は、市町村の考え方で裁量でい

いかもしれないけれども、少なくとも国庫が

全部入っているわけですから、国の予算も入

っているわけですから、そこは平等性をしっ

かり担保していただければと思います。 

 以上です。 

 

○末松直洋委員長 後から調べて報告をお願

いいたします。 

 ほかにありませんか。 

 

○山本伸裕委員 13ページの農村計画課の世

界かんがい施設遺産サミットin kumamoto負

担金の話なんですけれども。ちょっと確認し

たいんですが、県も、この市町村や土地改良

区とともに実行委員会のメンバーとして入っ

ているわけですね。 

 

○清藤農村計画課長 県も実行委員会の構成

員となっております。 

 

○山本伸裕委員 ぜひ、これは成功して、こ

の機会に熊本をＰＲしていただきたいなと思

っているんですけれども。というのは、世界

かんがい遺産登録が熊本は４か所あるんです

が、全国で一番多いんですよね。これは、や

っぱり熊本のきれいな水と、そして、その農

業技術といいますかね、そういうものが影響

している、反映しているところだと思うんで

すけれども。非常に、このかんがい遺産登録

に向けて、地域の人たちも頑張って取り組ん

で、例えば、白川のかんがい遺産の登録が最



第５回 熊本県議会 農林水産常任委員会会議記録（令和３年９月30日) 

 - 25 - 

近なされましたが、地域の人たちが毎月清掃

活動なんかも行って、そして、世界かんがい

遺産登録のために、すごく資料なんかも準備

して歴史の研究もして、加藤清正公がずっと

切り開いて、そして細川家がそれを引き継い

で、今なお、この熊本市中心部を広大な面積

を農業用水がカバーしているというようなこ

とで、鼻ぐり井手とか、すごい技術が、当時

の技術としてはすごいなというふうに感心す

るような問題がたくさんあるんですけれど

も。ただ、地元の地域の人たちが、例えば、

せっかく世界かんがい遺産登録実現できたん

だから、あずまやを造ってくれとか、モニュ

メントを設置してくれとか、そういったこと

を要望しててもなしのつぶてで、熊本市は、

何かもうせっかくのこの財産をＰＲできてな

いというようなことで、地域の人たちがすご

く不満に感じてらっしゃるんですよ。 

 それで、こういう地域の宝を、このせっか

くの機会ですから、恐らく基盤整備とかそう

いった取組は、熊本市の事業になっていくん

だと思うんですけれども、せっかく、県がこ

のイベントの実行委員会に名を連ねているか

ら、金も出すから口も出すということで、や

っぱりこれは熊本にとっていいチャンスじゃ

ないかと。観光客も増やせるかもしれない

し、子供たちの教材としても非常に重要な宝

があるわけで、そういったところをこの機会

にしっかりアピールできるような環境整備と

いうか、そういうのも力を入れたらどうです

かというような意見なんかも、ぜひおっしゃ

っていただけたらどうかなと思うんですけれ

ども、いかがでしょう。 

 

○清藤農村計画課長、農村計画課でございま

す。 

 今委員から御紹介があったとおり、この世

界かんがい施設遺産については、日本国から

は42か所が登録をされておりますけれども、

そのうち、熊本県では４か所ということで、

最も多く登録されております。場所的には、

山都町の通潤用水群、それから、人吉・球磨

管内からは、幸野溝、百太郎溝、それから、

先ほど委員からも紹介があった白川中流域の

水路群、それと、菊池市の築地井手とか原井

手を中心とした水路群、この４か所が登録を

されております。 

 今回熊本で開催しますかんがい施設遺産サ

ミットについては、日本では今回初めての取

組ということで、国内の多くの施設の登録地

域に集まっていただいて、広く施設の有効

性、重要性をＰＲする機会として考えており

ます。 

 委員からあったとおり、広く施設の重要

性、それから、熊本の農業を含めたＰＲにつ

なげていきたいということで考えているとこ

ろでございます。 

 以上です。 

 

○山本伸裕委員 ぜひよろしくお願いしま

す。 

 

○末松直洋委員長 よろしいでしょうか。 

 ほかにありませんか。 

 

○磯田毅委員 32ページの八代の昭和地区の

経営体育成基盤整備事業についてお聞きしま

す。 

 地元の土地改良の方から、私にこういうお

話があったんですね。今度新しい排水機場が

できるんですけれども、運転手の人たちが考

えているのと設計が違うと。例えば、除塵機

の横にある雨どいの集水管があって軽トラが

通れないとか、夜の照明装置がちょっと邪魔

になるところがあるとか、そういった小さな

ことなんですけれども、そういった現場を一

番知っている、現場で実際運転される土地改

良の人たちの意見を聴く場がないということ

を言われましたので、そういったことは、こ

れから先、やっぱりそういう現場の知恵とい
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うのも必要になってきますし、そういったこ

とがなければ無駄なことにもなりますので、

そういった面での対応をお願いしたいと思い

ますけれども、よろしくお願いします。 

 

○青木農地整備課長 農地整備課でございま

す。 

 ただいま御指摘いただきました昭和機場に

つきまして、地元のほうから、ちょっと思っ

ているものと違うという御意見ということで

ございます。 

 この昭和地区で造りました機場に関しまし

ては、今後、御指摘ありましたように、地元

のほうに管理をお願いしていくということに

なりますので、地元の方々が使い勝手のいい

ようにというふうには考えているところでご

ざいます。 

 今実際に現場のほうではなかなか望んだよ

うな形になってないという話を今聞きました

ので、ここは実態を調べて、事業のほうはま

だ令和４年度までございますので、対応でき

るところは対応していきたいなというふうに

考えております。 

 以上でございます。 

 

○磯田毅委員 よろしくお願いします。 

 

○末松直洋委員長 よろしいでしょうか。 

 ほかにありませんか。 

 なければ、以上で後半グループの質疑を終

了いたします。 

 それでは、ただいまから本委員会に付託さ

れました議案第１号、第17号から第19号ま

で、第25号、第26号及び第29号について、一

括して採決したいと思いますが、異議はあり

ませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり) 

○末松直洋委員長 異議なしと認め、一括し

て採決いたします。 

 議案第１号外６件について、原案のとおり

可決及び承認することに御異議ありません

か。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり) 

○末松直洋委員長 御異議なしと認めます。

よって、議案第１号外６件は、原案のとおり

可決及び承認することに決定いたしました。 

 次に、閉会中の継続審査事件についてお諮

りいたします。 

 議事次第に記載の事項について、閉会中も

継続審査することを議長に申し出ることとし

てよろしいでしょうか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり) 

○末松直洋委員長 それでは、そのように取

り計らいます。 

 次に、その他に入ります。 

 執行部から報告の申出が５件あっておりま

す。 

 それでは、報告をお願いいたします。 

 

○深川農林水産政策課長 農林水産政策課で

ございます。 

 その他報告事項の資料をお願いいたしま

す。 

 資料の表紙を御覧ください。 

 本日、その他報告事項は５項目あります

が、１から３までは、部を横断した全庁的な

取組に係る報告事項であり、１の熊本県国土

強靱化地域計画の改定につきましては、総務

常任委員会及び建設常任委員会、２及び３の

工事関係の進捗状況及び入札契約制度の見直

しについては、建設常任委員会と併せて報告

を行うものであります。 

 それでは、農林水産政策課から、１から４

までを一括して御説明させていただきます。 

 １ページをお願いいたします。 

 熊本県国土強靱化地域計画の改定(素案)に

ついてです。 

 上の四角囲みを御覧ください。 

 １つ目のポツ、熊本県国土強靱化地域計画

は、熊本地震等を踏まえて、平成29年10月に
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策定したものです。 

 ３つ目のポツ、改定に当たりましては、令

和２年７月豪雨災害や新型コロナウイルス感

染拡大等も踏まえ、ハード、ソフト両面の施

策を含めた総合的な防災体制を整備し、愛す

る地域で誰もが安全、安心に住み続けられ、

災害に強い郷土づくりを目指すこととしてお

ります。 

 ２ページの主な推進方針ですが、赤字下線

の箇所が、今回の改定により新規に追加する

主な項目です。現計画から大幅な見直しを行

うものではございません。 

 当部関連の主なものといたしましては、

１、直接死を最大限防ぐの項目で、上から２

つ目の丸に流域治水の推進、また、５、経済

活動を機能不全に陥らせないの項目では、３

つ目の丸に農場水利施設等の老朽化対策の推

進などを新たに位置づけております。これら

の計画を着実に推進し、国土強靱化の実現に

努めてまいります。 

 なお、本計画につきましては、10月にパブ

リックコメントを実施し、年内に改定予定で

す。 

 次に、３ページをお願いいたします。 

 災害復旧事業及び国土強靱化事業の進捗状

況等について御説明いたします。 

 まず、１、令和２年７月豪雨等災害復旧事

業の進捗状況です。 

 上段のグラフが、県事業、下段のグラフが

市町村事業となっています。 

 上段の県事業ですが、土木部及び農林水産

部の合計で、全体事業費496億円に対し、令

和３年８月末の契約額は188億円で、38％の

進捗となっております。 

 下段の市町村事業では、全体事業費556億

円に対し、令和３年８月末で、247億円、44

％の進捗となっております。 

 ４ページをお願いします。 

 ２、防災・減災、国土強靱化事業、県事業

分の進捗状況ですが、全体事業費179億円に

対し、令和３年８月末の契約額は100億円、 

56％の進捗となっております。 

 次に、下段、３、県工事の不調、不落の状

況です。 

 まず、①熊本地震以降の年度別の状況で

す。 

 折れ線グラフが、不調、不落の発生率とな

っています。熊本地震翌年度の平成29年度を

ピークに下降していましたが、令和３年度に

入り、８月末で12.3％と上昇しています。 

 ５ページをお願いします。 

 ②昨年７月以降の月別の状況です。 

 同じく、折れ線グラフが、不調、不落の発

生率です。今年度６月、７月に減少となって

いましたが、８月になり20.1％と上昇してい

ます。 

 下段は、③発注機関別の状況です。 

 最下段の表を御覧ください。 

 災害復旧事業が集中している球磨、阿蘇地

域において、不調、不落の発生率が高くなっ

ております。 

 ６ページをお願いします。 

 ４、災害関連等工事の発注見込み等につい

てです。 

 (1)災害関連等工事の状況です。 

 合計欄をお願いします。 

年間発注見込みが430億円、このうち、上

半期に314億円、73％の発注を見込んでいま

す。 

 次に、(2)令和２年度予算(未契約繰越分)

の国土強靱化等に係る工事の状況です。 

 合計欄、年間の発注見込みが257億円、上

半期に238億円、92％の発注を見込んでいま

す。 

 次に(3)土木一式工事の一者当たりの状況

です。 

 ①が、年度別の受注状況の推移です。 

 Ａ１、Ａ２等級ともに、年間２～３件で推

移してきましたが、令和３年度では、Ａ１等

級が4.5件と増加し、例年以上となっていま
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す。 

 ②が、地域別の受注件数見込みです。 

 地域別の年間発注見込みを当該地域の業者

数で割ったものですが、令和２年７月豪雨被

害が大きかった県南地域のＡ１企業に受注件

数が集中する見込みとなっています。 

 ７ページをお願いします。 

 引き続き、その他報告事項３、令和２年災

害関連等工事に係る入札契約制度の見直し

(第３弾)について報告します。 

 令和２年７月豪雨等により甚大な被害を受

けた公共土木施設等の一日も早い復旧、復興

を図るため、第１弾、第２弾に続き取り組む

ものです。 

 四角枠囲みの中をお願いします。 

 第３弾では、４つの事項について取り組む

こととしております。それぞれの詳細は、次

のページから記載しています。 

 ８ページをお願いします。 

 １、指名競争入札対象拡大の一部延長で

す。 

 報告事項２で説明したとおり、災害関連等

工事のうち、土木一式工事が10月以降も相当

量の発注が見込まれています。 

 このため、下の表、黄色部分のとおり、令

和３年９月を期限として指名競争入札の対象

の拡大を行っているもののうち、災害関連等

工事の土木一式工事について、令和４年３月

31日まで延長するものです。 

 ９ページをお願いします。 

 ２、復旧・復興建設工事共同企業体、いわ

ゆる復興ＪＶの導入についてです。 

 報告事項２で説明したとおり、Ａ１等級工

事が被災地に集中しているため、県内全域の

Ａ１、Ａ２企業による広域的な施工体制を確

保するため、復興ＪＶを導入するものです。 

 詳細は、下の表のとおりです。 

基本的には、熊本地震後に導入した復興Ｊ

Ｖ制度と同様ですが、５億円以上の工事につ

いては、発注見込み件数が少ないため、導入

を見合わせています。 

 次に、10ページをお願いします。 

 ３、総合評価落札方式(災害関連等工事型)

の導入です。 

 土木一式工事において、管外からの参入、

復興ＪＶによる参入を促し、県内全域の建設

業者による広域的な施工体制を確保するた

め、導入するものです。 

 11ページをお願いします。 

 ４、総合評価落札方式(通常工事型)におけ

る評価項目の改定です。 

 災害関連等工事に管外からの参入を促し、

県内全域の建設業者による広域的な施工体制

を確保するため、通常工事型の総合評価にお

いても、評価項目に災害関連等工事の受注件

数を加えるものです。 

 12ページは、参考まで、第１弾、第２弾の

内容を記載しております。 

 以上が令和２年災害関連等工事に係る入札

契約制度見直し第３弾の内容です。 

 地域の建設企業の状況や国、市町村の発注

状況などの情報収集に努め、現状に即した適

切な不調、不落対策に取り組んでまいりま

す。 

 13ページをお願いします。 

 引き続き、その他報告事項４、令和３年８

月11日からの大雨による農林水産関係被害に

ついて御報告いたします。 

 四角の枠囲みの一番上の行、今回の大雨に

よる農林水産関係被害総額は、約52億円とな

っております。 

 農作物では、水稲、ショウガ、大豆などで

約8,000万円、農地、農業用施設では、農

道、水路等の一部損壊などで約28億円、林業

関係では、山腹崩壊などで約24億円、水産業

でもハマグリのへい死などの被害が発生して

おります。 

 主な被害の状況を14ページに写真でおつけ

しております。 

 先ほど御審議いただきました９月補正予算
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において、一部災害復旧に要する経費を計上

しているところです。 

 また、15、16ページのとおり、今回の大雨

による災害については、激甚災害及びこれに

対し適用すべき措置の指定に関する政令が９

月28日に閣議決定されております。 

 16ページの２、適用措置、①の３行目の括

弧書きですが、今回本激に指定されたこと

で、過去５か年の平均では、農地復旧に係る

補助率は84％から96％にかさ上げされること

も予想されます。 

 今後、国や市町村とも連携し、一日も早い

災害復旧に取り組んでまいります。 

 農林水産政策課は以上です。 

 

○山下林業振興課長 林業振興課でございま

す。 

 17ページをお願いします。 

 その他報告事項５、公共建築物等における

木材の利用の促進に関する法律の改正につい

て、その概要と現在の状況について説明いた

します。 

 まず、１の(1)、法律の名称については、

脱炭素社会の実現に資する等のための建築物

等における木材の利用の促進に関する法律と

なっており、脱炭素社会の実現に資すること

が明確になっております。 

 また、(3)林業・木材産業の事業者は、建

築用木材等の適切かつ安定的な供給に努める

旨の規定が新設されるとともに、(4)10月８

日を木材利用促進の日、10月を木材利用促進

月間と制定されました。 

 次に、２の施策の拡充等についてですが、

まず、(1)国、県、市町村が立てる木材利用

の促進に係る方針の対象が、公共建築物から

民間を含めた建築物一般に拡大されておりま

す。 

 また、(2)国や地方公共団体は、先進的技

術の普及、人材の育成、安全性に関する情報

提供等に努めることが規定されるとともに、

(3)にありますように、新たに国や地方公共

団体と事業者等による協定制度の創設、協定

を締結した事業者への支援を行うことも規定

されております。 

 本法律の施行は、令和３年10月１日であ

り、国による基本方針の策定も同日に行われ

る予定となっております。 

 本県におきましては、国の基本方針に即し

て、県の基本方針の改正をパブリックコメン

ト等の手続を経て年内に行うこととしてお

り、その後、市町村における基本方針の改正

について働きかけていく予定としておりま

す。 

 林業振興課は以上です。 

 

○末松直洋委員長 以上で執行部の報告が終

わりましたので、質疑を受けたいと思いま

す。 

 質疑はありませんか――ないでしょうか。 

 なければ、以上で質疑を終了いたします。 

 最後に、その他で委員から何かございませ

んか。 

 

○前川收委員 その他で、今回は、森林保全

課、林地開発の件で説明がなかったので、あ

えて資料がなかったので、論じたいと思いま

すが。 

ソーラー発電所の建設に伴う南関町の林地

開発、許可が下りて、最初に防災工事をやっ

た上で開発行為をやっていただきたいという

指導がきちっとあってたということでありま

すが、それに従わずに施工がされて、結果と

して土砂流出ということで、近隣に下流域に

被害を出したということであります。 

 聞けば、10数回指導をしたけれども、結果

として従わないままに施工をしてしまい、こ

のような被害を出したということは、これは

とても重大なことだと私は受け止めておりま

して、土砂流出だけでも大変な被害でありま

すが、地域や場所によっては、同じようなケ
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ースで防災工事をやらないままに着工してし

まって、人災、人の命まで関わるような非常

に重大な災害を起こしてしまう可能性もある

わけでありますから、今回のようなこのよう

なケースに対して、強い強制権を持ち得ない

のが今の法律の立てつけかもしれませんが、

何らかやっぱりきちっと指導をして、被害を

出さないような形を熊本は熊本として考えて

いかなきゃいけないというふうに思っており

ますし、今回の事件が非常に悪質であると私

は受け止めておりまして、指導したにもかか

わらず従ってないという前提でありますか

ら、それについて何か、どう対応されていく

のか、今後ですね。それについて伺いたいと

思います。誰か担当もしくは部長でも。 

 

○中尾森林保全課長 森林保全課です。 

 委員御指摘のとおり、今回の土砂流出につ

きましては、事業者が施工順序を守らず、防

災工事を着手する前に本体工事に着手したと

いうことを非常に問題視しております。 

 そのため、この間知事の答弁でもございま

したが、各段階の中で、防災工事をしなけれ

ば次の本体工事に移らないというような段階

的な検査を入れたり、例えば、木材の伐採に

ついても、そこの最小限の防災工事周辺だけ

の木材をまず切って、完成した後に次の木材

伐採に進むというようなことも含めて、今そ

ういった内部検証をしているところです。 

 また、なかなか行政指導ばかりで行政処分

に移らないといった御指摘もいただきまし

た。そういったルール化もある程度定めたい

というようなことで、内部でこれも今検証し

ているところでございます。 

 また、広域本部と県庁森林保全課の意思疎

通をスピーディーにやって、なおかつその辺

の役割分担についても、もう一遍見直したい

といったことも考えておりまして、年内に

は、そういったルール、方針を打ち出したい

というふうに考えているところでございま

す。 

 以上です。 

 

○前川收委員 最終的には、やっぱり林地開

発許可を取り消すというような覚悟がなけれ

ば、指導だけではなかなか伝わらないという

んですかね、言うことを聞かないんじゃない

ですか。それができますよというようなとこ

ろを示さないと、強制力とまでは言わないけ

れども、示さないと、なかなか住民を守るよ

うな形に、今回のようなケースを考えれば、

何回指導しても言うことを聞かない人も中に

はいるわけですから、いたわけですから現実

に。やっぱりそれは性善説だけじゃなくて、

そうやって従わないならば、さっきお話があ

ったように、途中で取り消しますよというよ

うな覚悟も持ってやってもらわないと、林地

開発許可の許可制の意義が失われてしまうと

いうふうに思いますが、いかがでしょうか。 

 

○中尾森林保全課長 確かに、今回の指導案

件、17回というふうに報告もしておりました

が、それが全て今回の是正を伴う指導ばかり

ではございませんで、中には、土砂を流出し

て農家の方々への補償をしっかりするように

とか、そういった指導も含めて17回というこ

とですけれども、それでもなかなか――３回

文書を出しておりまして、３回目の文書指導

後は、７月半ばになりますけれども、もう防

災工事に専念して、その他本体工事には着手

していないということで、その際に、８月の

大雨が降ってしまったという状況にございま

した。とはいえ、行政処分に移らなかったと

いう点では、我々としても、まずは機動的に

すぐ対応できる行政指導でやっていくという

ことで、スピーディーに対応できるものです

から、数回指導を重ねましたけれども、一応

対応させたということはございます。 

 ただ、行政処分も、事業の中止命令ですと

か事業の復旧命令といった際にも、事業者か
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ら意見聴取とか、そういう手間というか時間

もかかったりすることもございますので、そ

れが移らないというわけではないんですけれ

ども、そういったルール化をして、それを相

手にはっきり示すことで抑止効果というもの

も図っていきたいというふうに思っておりま

すので、先生のおっしゃるとおり進めていき

たいというふうに思っております 

 

○前川收委員 今後このような事例がないよ

うにしっかり指導してください。お願いいた

します。 

 

○竹内農林水産部長 県民の安全、安心を守

るというのは、行政の最大の責務だと思って

おります。 

 今回の事案を受けまして、私ども農林水産

部だけでなくて、関係します環境生活部であ

ったり、土木部であったり、そういったとこ

ろと検証といいますか、きちんと情報交換を

今やって、その上で、まずできることは何

か、それを年内に何とか形づくっていこうと

思っているところでございますので、引き続

きしっかりと取り組んでまいりますので、御

指導のほどよろしくお願い申し上げます。 

 

○末松直洋委員長 よろしいでしょうか。 

 ほかにありませんか。 

 

○深川農林水産政策課長 農林水産政策でご

ざいます。 

 先ほど、前半のほうで、荒川委員のほうか

ら、新型コロナウイルスによる農林水産物へ

の影響の支援策の中で、国の月次支援金の申

請件数とかの問合せをいただきました。 

 本日時点で、所管課、商工振興金融課に確

認いたしましたところ、県全体で2,965件で

ございます。 

同様に、県単独の一時金のほうでございま

すが、これは30％から50％の範囲、こちらは

本県全体で1,395件。これにつきましては、

農林水産業の方からの申請も把握できまし

て、全体で1,395件のうち33件が農林水産業

者の方でございます。 

 以上でございます。 

 

○末松直洋委員長 ほかにありませんか。 

  （「ありません」と呼ぶ者あり) 

○末松直洋委員長 なければ、以上で本日の

議題は全て終了いたしました。 

 最後に、要望書が２件提出されております

ので、参考としてお手元に写しを配付してお

ります。 

 それでは、これをもちまして第５回農林水

産常任委員会を閉会いたします。 

  午後０時６分閉会 
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